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１．はじめに 

福井大学工学部技術部では、令和元年に当時の技

術部長より、学内における課題の解決のひとつとし

て、ICカード式の入退室管理システムの設計開発が

できないかとの打診があり、図 1に示すようなシス

テムを新規に開発した。以降、年度計画を立て、従

来使用していたシステムが故障した箇所や交換希

望があった箇所に開発したシステムの導入を進め

ている。また、導入するシステムのハードウェアに

ついては、自分たちで製作をおこなっているが、製

作には多くの部品を使用するため、それらの在庫の

管理や発注業務、見積もりの作成などに多くの時間

を要してしまっていた。そこで、その問題を解決す

るためのWebアプリケーションの開発をおこなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 ICカード式入退室管理システム 

（左：カードリーダ制御部、右：カードリーダ） 

 

２．部品管理システムについて 

  今回開発した Web アプリケーションである部品

管理システムでは、大きく分けて、「進捗状況」、「基

板情報」、「基板製作」、「部品情報」、「見積作成」と

項目を設けてWebページを作成したため、これらの

ページについて説明する。 

 

２.１ 進捗状況 

進捗状況のページは図2に示すように完成した基

板の在庫数および作製中の基板の枚数についてデ

ータベースから値を取り出して表示し、それらを確

認することができるページとなっている。また、基

板については一部表面実装部品が実装された基板

と表面実装をしていない基板があるため、作製中の

基板の枚数はそれら２パターンの枚数を表示する

ようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 進捗状況 

 

２.２ 基板情報 

 基板情報のページでは図3の赤枠部で基板を選択

することできるようになっており、選択した基板に

使用されている部品についての情報を確認するこ

とができ、その情報は図4のような形式のcsvファ

イルとして出力することもできる。使用する部品に

ついては図 3の「部品表の更新ボタン」を押すこと

で図 5のページに移行し、追加や削除をすることも

可能となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 基板情報 



 

 

 

 

図 4 出力した csvファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 基板情報の更新 

 

また、ハードウェアのアップデート等で使用する基

板が増えた際のために、新しく基板を追加するペー

ジや使わなくなった基板を削除するページも作成

した。基板を追加するページおいては、図 4と同じ

形式で記述したcsvファイルをアップロードするこ

とでも新しい基板をデータベースに登録すること

が可能である。基板を削除するページについては、

Web ページにて非表示にするのみの処理とデータベ

ースから完全にデータを消す処理を実行すること

が可能となっている。 

 

２.３ 基板製作 

 基板製作のページは図6のようになっており、基

板ごとに台数を入力し、「年間基板設定」、「作製中

止」、「基板完成処理」ボタンのいずれかを押すこと

で、押したボタンに対応した処理をおこなうことが

できる。 

 「年間基板設定」ボタンを押した場合は、ページ

内の入力した数値が製作中の基板部分に表示され

る数字に加算されるようになっており、今年度の設

置予定の基板枚数に達するには、あとどれだけ基板

を製作する必要があるのかを一目で確認すること

が可能である。「作製中止」ボタンを押した場合は、

入力した数値が製作中の基板部分に表示される数

字から減算されるようになっている。「年間基板設

定」ボタンと「作製中止」ボタンの 2つのボタンの

処理によって、製作中の基板の枚数が 1以上になっ

ている際には、その数値をデータベースにある現時

点の部品の在庫数と比較し、製作するために足りな

い部品があった場合、足りない部品の個数も表示さ

れるようになっている。 

 「基板完成処理」ボタンを押した場合は、「作製中

止」ボタンと同様に入力した数値が製作中の基板部

分に表示される数字から減算されるのに加え、使用

した部品の数をデータベースの部品の在庫数に反

映させる処理もおこなうようになっている。このと

き、基板に使用しない部品があった場合や、追加で

新たに使用する部品があった場合には、それらの使

用した数を修正してデータベースの在庫数に反映

させることも可能となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 基板製作 

 

２.４ 部品情報 

 部品情報のページでは使用する部品の一覧を図 7

のように確認することができるほか、在庫不足の部

品の表示や使用する部品の価格の更新、部品情報の

修正、新規部品の追加、不要になった部品の削除が

可能となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 部品一覧 



 在庫不足の部品の表示については、前述の基板製

作で年間基板設定をした際に、在庫が足りなくなっ

た部品（在庫数が 0以下になる部品）を図 8のよう

に購入するECサイトごとに確認することができる。

このとき「CSV 出力」ボタンを押すと、足りない部

品の一覧をcsvファイルとして出力することも可能

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 在庫不足表示 

 

 部品の価格の更新については、あらかじめ部品ご

とに購入する EC サイトの URL をデータベースに格

納しているため、それを利用して Webスクレイピン

グをおこない、部品ごとに価格や発注できる最低個

数(MOQ)、発注できる最小単位(SPQ)、梱包量(SNP)を

取得し、データベースの値を更新することができる

ようになっている。更新は図 9 に示すように EC サ

イトを選択しておこなうようになっているが、更新

ボタンを押すと Python にて作成した Web スクレイ

ピング用の py ファイルが実行されるような作りと

なっている。また、Web スクレイピングの際になん

らかの理由で価格、MOQ、SPQ、SNP が取得できなか

った場合には、図 10 のように取得に失敗した部品

が表示される作りとなっている。そして、Web スク

レイピングに失敗した部品や、Web スクレイピング

が禁止されている EC サイトで購入している部品に

ついては、図 11 のように数値を自分で入力して価

格、MOQ、SPQ、SNP の更新をできるようにもしてい

る。 

 

 

 

 

 

図 9 価格の更新 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 取得に失敗した部品の表示 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 手入力での更新 

 

 部品情報の更新については、図 12 のように検索

した文字列を含む部品の名前や在庫数などを手入

力することで更新できるものとなっている。新規部

品の追加については、手入力で部品の名前や在庫数

を入力してデータベースに新しい部品として追加

できるほか、図 4と同じ形式の csvファイルをイン

ポートすることでもデータベースに新しい部品を

追加することができる。また、手入力での部品の追

加、csv ファイルでの部品の追加のいずれの場合で

も、部品名でデータベースに既に存在している部品

ではないか判断し、重複して部品が追加されないよ

うな処理もおこなっている。 

 

 

 

 

 

 

図 12 部品情報の更新 

 

 不要になった部品の削除については、ハードウェ

アのアップデートでどの基板にも使用されなくな

った部品が出た場合、それらの部品は図 13 のよう

に表示されるようになっている。そして、「削除」ボ

タンを押すと、表示されている部品のうち、削除フ

ラグにチェックがついている部品のみをデータベ

ース上から削除できるようになっている。 



 

 

 

 

 

 

 

図 13 部品削除 

 

２.５ 見積作成 

 見積作成については、図 14 に示すように基板ご

とに製作する台数を入力できるようになっており、

台数を入力して「作成」ボタンを押すことで、それ

ぞれの基板に使用される部品の価格が計算されるよう

になっており、計算後、各基板の価格と小計が図 15 の

ように表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 見積作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 見積結果の表示 

３．まとめ 

 今回 IC 式入退室管理システムの導入のために費や

す業務時間の短縮を目指し、部品管理システムの開発

をおこなった。開発したシステムを使用してみたとこ

ろ、目的としていた業務時間の短縮が実現できそうで

あるため、このシステムを今後は活用していきたいと

ともに、このシステムは部品を管理するような業務で

は IC カード式入退室管理システムの部品管理に限ら

ず使用することができるため、このシステムは積極的

に活用していきたいと思う。また、使用していて使い

づらいと感じた点やこういう機能がさらにあるといい

と感じた点があったため、今後はそれらについてシス

テムのアップデートもおこないたい。 


